
LFPI News Letter Summer1998　No04｢う さぎの耳｣と｢と んぼの複 眼｣

今 年 は寅年､こ の寅 は

｢陽気動かんとして陰気な

お彊(ツ ヨ)き｣状 態 を意

味す ると云 われています｡

確か に今の 日本 には陰気が

立 ちこめていて､陽 気の動

く気配はないようです｡

経済は全 く意気消沈 してい ます｡銀 行のIA規 制

対応のため､そ して後から後か ら判明する銀行が

抱 える巨額の不良債権 のため､政 府 の対応 にも拘

わらず銀行の｢貸 し渋 り｣は 解決せず､企 業経営

を圧迫 しています｡加 えて東南 アジア諸国の不況

とイン ドネシアの政情不安 と経済の破綻は､政 情

こそ一応解決の兆 しは見えたものの､経 済の再建

には可成 りの期間を要する と思 われ､日 本か らの

投資が長期固定化 した り不良債権化す る恐れがあ

ります｡国 内を見ると､政 府主導で規制緩和が進

められ､あ らゆる分野で 自由競争が始 まろうとし

ています｡日 本の製造業 には優 れた国際競争力 を

備えた数多 くの企業があ りますが､大 蔵省主導の

所謂｢護 送船団方式｣が 解消 された現在､グ ロー

バルス タンダー ドに達 しない金融業界や膨大な借

入金に頼 って拡大 を図って きた流通業界 などは､

苦 しい時代 を迎えます｡

規制緩和は自由競争 をもたらし､自 由競争は元

来弱肉強食の世界ですか ら､こ れか らはあらゆる

業種で弱者は厳 しい競争にさらされます｡こ の よ

うな経済の状況を見る と､今 暫 くの問は寅年の｢

陽気｣を 望めないか もしれませ ん｡そ れに加 えて

経済界 に又新 しい油断で きない波 が寄せ てきてい

ます｡そ れはボス トンコンサルテ ィング･グ ルー

プが｢デ･コ ンス トラクシ ョン｣と 名付 けている

ビジネスの大 きな変化です｡

これは今 まで安住 していた企業や業界 に､或 る

日強力なライバルが想像 もしなかった角度か ら､

全 く異なる事業形態で参入 して きて､そ の業態が

破壊 されて しまうと云 う現象です｡例 えばアメ リ

カで2⑪⑪⑪ドル もす る百科事典 がわずか5⑪ドルの

CD択OMに 駆遂 されて しまうとい うこと､フ ィル

ムの生産か ら現像焼付 けの全国チェー ンをもつ写

真業界が､高 画質デジ タルカメラの出現でその基

盤を危 うくする恐れがあること.さ らには国内航

空各社 が欝%年 から始めたインターネッ トによる

航空券の発売 などがあ ります｡こ の発券 はすでに

3(%を 占める迄になっているそうで､お 客はイン

ターネッ トで航空会社の空席 をチ ェックし､望 み

の航空便を予約 し､ク レジットカー ドで購入する｡

チケッ トは搭乗 当日に航空会社のチケッ トカウン

ターで発券 してもらい､搭 乗手続 きをすると云う｡

これらの波は安定 した業種業界で起 こってお り､

家庭電器の業界な どに もひたひたと寄せていると

云われてい ます｡

この よう一な変革は､先 ずサービス業や消費財の

流通業界 に起 りゃすいと思われ､我 々が携わって

いる技術サービスを伴 う生産財や特注 による設備

などの業種には起 りに くい もの と考 えてい ます｡

しか し予期せぬ変革がいつ我々を襲 って くるか､

そ して我 々に大 きなダメージを与 えるかは誰にも

わか りません｡会 社 も業界 もその ような変革に機

敏 に対応するためには､｢う さぎの耳｣と｢と ん

ぼの複眼｣が 必要 だと痛感 している次第です｡



第2回 の工場見学講演会は平成10年5月20日

午後､森 永乳業(株)東 京多摩工場で好天の下､L7

名の参加者 を集めて行われた｡冒 頭主催者 を代表

して 日曹エ ンジニアリング(株)の 小波氏の挨拶

に始まり､当 会幹事の森永エ ンジニアリング(株)

山田佑一氏 により｢森 永乳業東京多摩工場の概要｣

についておよそ40分 の説明があった｡こ の間､ヨ

ーグル ト製品を頂 きなが ら
､一 般見学者向けの映像

による会社案内 と製品案内がL◎ 分ほどあった｡

森永乳業における主力工場の1つ である東京多摩

工場 は､大 和工場､村 山工場 と隣 接してお り東大

和市 に位置 している｡工 場敷地面積 は12万 ㎡､

建物面積3万8千 ㎡ で.3工 場合わせて280名

の少ない従業員数､ゆ った りした敷地からもわか

るが､自 動化 ラインが立ち並ぶ虫一匹寄せつけな

いサニテーシ ョンが行 き届いた工場である｡昭 和

41年 か ら稼働 している工場 は､年 々新規設備 の

更新 を行 っているとの ことで､今 回も新たに大 き

な設備建設 とコジェネレーシ ョンの発電･ボ イラ

ー設備建設に伴 う受電設備 の撤去作業が行 われて

いた｡30年 の年月 を感 じさせ ないモダンな環境

を敷地に提供 しているようだ｡

休憩 を挟み､2班 に分かれて約1時 間の工場見

学が行 われた｡工 場見学のポイ ント3点 の概要 を

聞いてか らの出発は良かった｡① サ ニタリーエ ン

ジニア リング､② アセプティック設備､③ 排水処

理設備である｡多 摩工場･大 和工場の順で見学､

ブ レン ド設備は見えないが､煉 瓦敷 きの床 と一部

タイルの壁面はヨーロッパの工場 に踏み込 んだ感

じを与える｡そ んな中で所狭 しと並ぶ充填機 と配

管 ラインは化学工場のそれに似ているが､サ ニテ

ー ションの配慮 された設計である
｡防 虫対策 と見

学 しやすさを考慮 した レイアウ トが3◎ 年前に行

われていたことは､当 時の最高技術水準 ではない

か｡液 体･粉 体の各工場 とも5Sの 行 き届 いた清

潔な工場 であった｡屋 外 に出て ほンパ ク トな40

00ガ ス タービン発電設備 を傍 らに見 なが ら

排水処理設備の見学 をした｡一 般 見学者の通常ル

ー トは女性の案内､又 今回特別に見学 させていた

だいた屋外の設備 は従業員の方の説明 と質問に対

する懇切丁寧 な解説がなされた見学会であった｡

講演会場 に戻 って､紅 茶 を頂 き喉 を癒 した後､

佐藤幾郎氏か ら｢乳 業 における膜技術｣の 演題で

1時 間ほ どの講演があった｡食 晶工業で膜分離技

術 が最 も普及 している乳業の話 は､液 体清澄化技

術 に携 わる技術者 にとって有意義なことであった

と思 う｡演 者の大 きな視点 に立 った分か りやすい

話 は.乳 業における膜分離の重要性 を参加者が十

二分 に理解で きる ものであった｡

兎角企業秘密を守 らんとするあま り､関 係業者

へ の工場内部 と技術 の公 開を否定す る会社が多い

中で､今 回の森永乳業(株)東 京多摩工場 の関係

者の心温 まる丁寧 な案内を受けた一人 として改め

て御礼 を申し上げたい｡一一般消費者 を相手に商品

の販売 をす る企業は もとより､特 定ユ ーザーに製

品販売 を行 う企業 にあ っても､今 回のようなフラ

ンクな情報交換がなければ企業発展はない ものと

信 じてお ります｡お 互いに切磋琢磨 し､こ の日本

液体清澄化技術工業会の末永い発展 を期 して､参

加者の記念写真 を撮 った｡

(キ ツコーマン(株)古 川俊『勘



広 報 委員 会 では､今 年f月 以 降 に開催 され る展 示 会お よび学 術 会議･学 会 か ら､当 工 業会 に関連 あ りそ

うな もの を抜 粋 し､そ れ を会 員 の皆様 にご案 内す る と同時 に､そ の展 示 会他 に会員 会社 が 出展又 は参 加す

るか どうか の ア ンケー ト調 査 を行 い ま したの で､そ の結 果 を報 告 い た します｡

その 中か ら､特 に当工業 会 に関連 が深 い と思 わ れ る展 示会他 には､担 当者 を選 出･派 遣 し､翫wsL磯 劔

にその見 聞録 を掲 載す る予 定 です｡会 員の皆様 の 中で.是 非見 聞 録 を掲 載 して欲 しい展 示会 があ りま した

ら､事 務 局宛 に罫AXし て くだ さい｡お 待 ち してい ます｡

｣展 示 会｣(会 期)(会 場)

()セ ミコ ン関西弼6/:～5イ ンテ ックス大阪

(1)3f回 西 日本総合機械展6/～7西 日本総合展示場

(iA)国 際食 品工業展6/!～1'e東 京 ビ ッグサ イ ト

()第22回 管工機材設備総合展6f1～1:名 古屋中小 企業振興会館

()f回 産業用バ ーチ ャル リア リテ ィ展6/17～1!東 京 ビ ッグサ イ ト

(1)第2回 機械 要素技術 展i/1'～1!東 京 ビ ッグサ イ ト

()麹 回設計･製 造 ソ リュー シ ョン展1/1'～1!東 京 ビ ッグサ イ ト

(1)テ クノ･イ ノベ ーシ ョン216/1～2(東 京 ビ ッグサ イ ト

()イ ンター オプ ト987/14～1'幕 張 メ ッセ

()1回 大阪国際 メディカルシ ョー8/26～28イ ンテ ックス大阪

(3)a9'分 析機 器展9/2～G幕 張 メ ッセ

()国 際真 空産業展9/9～1東 京 ビ ッグサ イ ト

(1)9'東 京国際包装展(東 京パ ック攣8)1⑪/1～5東 京 ビ ッグサ イ ト

(2)撃8洗 浄総合展1/1:～if東 京 ビッグサ イ ト

(1)98自 動 化推 進展10/1e～1+東 京 ビッグサ イ ト

()囎 中小 企業テ クノフェア 亙⑪/1`～if東 京 ビッグサ イ ト

(1)フ ー ドテ ック弼10/鶯 ～1'イ ンテ ックス大阪

(4)第2`回 全 日本科学機器展1(ノ27～3t東 京 ビッグサ イ ト

(1)a回 国際医薬 品製造技術総 合展1(/27～30東 京 ビッグサ イ ト

()兜 日本 電子計測展10/2～3d東 京流通 セ ンター

()日 本 国際工作機械 見本市10/2～i/eイ ンテ ックス大 阪

()R!名 古屋 プラスチ ック工業展11〆 欝～1'名 古屋市 国際展示場

(8)%国 際粉体工業展11/1`～P⑪ 幕張 メ ッセ

(8)セ ミコン･ジ ャパ ン4'i2/2～4幕 張 メッセ

｢学 術 会 議･学 会｣

()第 嚢4回国際高分子加工学会年次大会6/i～1璽 パ シ フイほ横浜

()日 本繊維機械学会第5i回 年次大会6川･12大 阪科学技術 セ ンター ビル

(3)第5回 国際無機膜会議t/22～2d名 古屋

()繊 維学会醗0年 度年次大会研究発表会7/22～2L東 京 国立教育会館

()第 鯵回有機合成化学夏期大学7/2s～24岐 阜県民文化 ホール未来会館

()第9回 日本生物薬剤学 シンポジウム7/2c～3名 古屋 国際会議場

()第3回 バ イオメカニ クス世界会議$/～$北 海道大学

(1>イ オンクロマ トグラフ ィーに関す る国際会議C/28～i◎ ノ1オ オサ カサ ンパ レス

()第7回 日本生化学大会 呈0/1`～17名 古屋国際会議場

()第48回 ネ ッ トワークポ リマ ー講演討論会10/22関 西大学

()第3回 素材 物性学国際会議10/2+～2'秋 田市文化会館

()第21回 日本分子生物 学会年会 旦2/幡～19パ シフ イコ横浜

(7)そ の他展示会名[東 北科学機 器展､下 水 道展､表 面処理総合展､廃 棄物処理展}
〃学 会名 儂 芸化学 会､膜 学 会､化 学工学会}※()内 の数値は､当 工業会会員の出展社数です｡

回答社数28社/現 在会員数58社

㊧当工業会の ア ンケー ト調査 につ きましては.今 後 とも御協力 お願 い致 します｡



現在､技 術委員は､① 勉強会･講 習会､② 講演

会･シ ンポジウムおよび③技術資料の収集を担当

す る3グ ループに分かれ､す でに3回 の委員会活

動 を通 しグループ内で も検討 を重ねている｡現 在

までアンケー トの結果等 をベースにして確定 した

事項 として､勉 強会･講 習会 は､年2回 開催 し､

内容は2回 を1セ ッ トとして清澄化技術 の全分野

をカバ ーす る構成 とし､毎 回実習 を取 り入れ､魅

力あるもの を目指 している｡第1回 の開催はE月

22日(火)の 予定である｡

講演会･シ ンポジウムは､年2回 程度開催 し､

その内1回 は定例総会(璽⑪月)に 合 わせ､講 演 会

は総会終了後､シ ンポジウムはその翌 日に開催す

る｡講 演会の今年のテーマは､環 境問題(環 境ホ

ルモ ン等〉 をメイ ンとするが､シ ンポジウムにつ

いては検討中である｡

技術情報の収集 は､会 員各社が購読する雑誌､

新聞等をまとめた上で､そ の有効利用法を検討 し､

また会員各社の企業プロフィール とカタログを綴

じ込 んだ総合の会員カタログ集 を出す準備に入 っ

ている｡規 格化･標 準化は､次 回か らの検討事項

である｡

横浜国立大学 松 本 幹 治

アクアス(株)河 野 吉 澄

旭化成工業(株)福 田 博 久

(株)荏原製作所 小 島 康 成

大阪サニタリー金属工業協同組合 西 田 博

キ ッコーマン(株)古 川 俊 夫

共和化工(株)畠 中 豊

月島機械(株)岡 本 和 夫

(株)トーケ ミ 牧 山 幸 一 郎

巴工業(株)矢 野 宰 平

日本 ポール(株)武 富 英 俊

日本 ミリポア(株)佐 藤 恭 司

ハイモ(株)福 嶋 礼 造

(株)マキノ 牧 野 宏 昭

リオン(株)一 条 和 夫

(株)ロキテクノ 鈴 木 眞

(回答23社/現 在会員数銘社)

技術委員会では､会 員企業が関連する､ま たは

関心が高い業種/取 り扱い分野/単 位操作内容/

装置･シ ステムについて､L月 に実施 しま したア ン

ケー ト調査の結果を報告 します｡本 調査結果 を参

考 として､今 後の勉強会 講 習会あるいは講演会･

シンポジ ウムの企画 に役立 てていきたい と思い

ます｡な お､紙 面の都合上各項 目毎 に多数順 に

上位 の もののみで まとめ ま した｡(ま た.項 目

内で重複 もあ ります｡)一
1｡エ ン ジニ ア リ ン グ1◎ 社(箕社)

2｡装 置､プ ラ ン トt4社:

3.機 械f社
e ｡化 学5社

5.食 品5社

6.製 薬4社

齢 取 り扱 い分野

ユ.用･廃 水 処 理13社(3社)
a
6.生 産工 程10社(3社)

3.リ サ イ クル9社

4.分 析8社

5.省 力 化5社(璽 社)

6｡産 業 廃 棄 物c社(1社)

C単 位操作 内容

1.ろ 過､脱 水 ユa社(互 杜)

2.沈 降 分 離 ユ1社

3.膜 分 離11社(7社)

4.薬 品 処 理10社

5.吸 着9社

6.イ オ ン交 換9社

7.浮 上 分 離8社

8.生 物 処 理7社(1社)

C装 置･シ ステム

1｡UF膜.M潔 膜12社(t社)

2.駄0膜､NF膜12社(5社)

3.活 性 炭 吸 着10社G社)

4｡加 圧 ろ過9社c社)

5.フ ィル ター プ レス9社 二

6｡凝i集 斉lj8茎 土

7.遠 心 脱水､超 遠心 機P社(1社)

8｡イ オ ン交換､膜 電気 透析膜 偲D)･･7社(3社)

※o内 は､会 員の皆様が特 に関心 を持 っている項 目

についての数 を示 してい ます｡



粟醗工業蘇武金祇

当社 は､今 日まで水 処理 薬品･超 純水 シス テム･

し尿 処理施 設分野 等の水 処理事業 を通 じて､産 業 と

社 会 に貢献 すべ く活動 して まい りま した｡一 方､社

会の流 れは｢モ ノ｣か ら｢価 値｣へ と変貌 し､環 境

重視･省 資 源･省 エネルギー､さ らには高度情 報化

･グ ローバ ル化へ と進 んでお ります ｡当 社 もこの時

代 の期待 に応 えるべ く､水 資源 の確保 か ら､用･排

水 処理､廃 棄物処理･再 資源化､メ ンテナ ンス､コ

ンサルテ ィング､環 境監視 のアシス トまで､水 と環

境 に関するあ らゆる商 品･技 術･サ ー ビスをライ ン

ナ ップ し､お 客様の期待 を超 える価値 を提供 してい

こ うとしています｡

この よ うな｢水 と環境の総合エ ンジニア リング企

業｣を 目指す中で､液 体清澄化技術 は紐Y技 術 であ

り､ろ 過･膜 分離技術の 開発 に関 わる者 として､省

資源･水 回収等の技 術開発 を進め てい ます｡

本会 を通 じて社会に貢献で きれば と思ってい ます｡

(澤 田 繁樹)

蘇永工ンジニアリング株式会社

当社 は､森 永乳業 よ り197年 に独立 した社員12(

名､売 上高10⑪億 円の こ じん まりした技術集団です｡

乳業技術 を外部 に提供 し､広 く社会 に貢献す るこ と

を目的 に誕生 しま したが､企 業理念 と してユ ーザー

の立場 に立 った核 となる技術 の改良､導 入､開 発 に

心 がけ てい ます｡現 在 では､食(食 品 プラン トエ ン

ジニ ア リング事 業)､住(機 器 営業事 業)､環 境

(環境エ ンジニ ア リング事 業)の3部 門 と分析 毛 ン

ター､環 境 や品質管理 な どの コンサルテ ィング業 も

行 ってお ります｡そ の中の技術 の一つ に清澄分 離技

術が あ ります｡私 の技術者 としての歴史 の中におい

て も乳糖 の加水分解 にお けるフ ィルタープ レス､遠

心分離/茶 類の抽出 にお けるウェ ッジワイヤース ク

リー ン/飲 料製 造用水 や フレーバ ー回収 にお け る

RO/高 蛋 白牛乳 にお ける騨/上 水 処理 や汚泥 の分

離 にお けるM瀞 な ど用途 の多様 さ と将来 にわた り益

々期待で きる技術である と確信 してお ります｡こ の会

の一員 として皆様の新技術やK論ow-Howを 利用 させて

頂 きたいと考 えていますので よろしくお願 い します｡

(山 田 佑一)

共翻化工蘇式金社

当社は､昭 和34年 に活性汚泥法による食肉処理場

の廃水処理メーカーとしてスター トして以来､食 品

工場の廃水処理､農･漁 業集落排水処理､最 終処分

場浸出水処理施設等の設計･施 工と汚泥脱水機､コ

ンポス ト装置､汚 泥乾燥焼却装置等の環境関連装置

の開発･販 売を行 ってまい りました｡特 に食肉処理

場の廃水処理施設では､持 ち前の技術力により､現

在 もお客様から高い評価 と実績を得てお ります｡

また最近では最終処分場浸出水 に電気透析法 を用い

た国内初の脱塩装置 を群馬県下の衛生処理組合に納

入 したのをはじめ､膜 を用いた上･中 水道施設､海

水淡水化装置等の開発に努め､総 合水処理 メーカー

として水環境の保全に大 きく貢献できる企業 を目指

してお ります｡

(畠中 豊)

大阪夢二タリー金属工業協岡絹合

衛生的 とい う意味 を もつサ ニ タリー機器 は､人 間

の体 内に入 る もの を製造す る際 に使用 される機器 の

総称で､そ の殆 どはステ ンレス製 晶です｡

当組合 は､昭 和4L年 に大阪府 の中小企業U社 が集

結 して､サ ニ タ リー製品の統一規格 での 国産化･販

売 を目指 して設立 され ま したが､業 界で は初め ての

ケー スと して大変注 目され ま した｡お 陰様で､今 で

は食品･醸 造･飲 料等の製造 に必要 なポ ンプ･バ ル

ブ･継 手の部品供給 だけで な ぐ､プ ラン トの設計･

施 工 を含 めたサニ タリー機 器･装 置の総合 メー カー

と して､国 内外 のお客様 か ら高い評価 を頂戴 してお

ります｡

最 近 はACCT方 式 を取 り入 れた食 品衛生 管理 シ

ステムが普及 しつつあ りますが､製 造･殺 菌･洗 浄

等 の各工程 で､多 様 なニーズ に適合 したハ ー ド･ソ

フ トを提供 で きる先発 メーカー として､今 後 も努 力

してまい ります｡(宇 野友 三郎)



当工業 会 で は､膜 技術 を中心 とした清 澄化 技術

の講 演会 を企 画 しま した｡主 講 演 の他､当 会 員企

業 の製 品紹介 を兼 ね た講演 も行 い ます｡

第3回 講演 会 のお 知 らせ
一膜 の清 澄化技 術 へ の応用 一

日時199;年8月20日(木)1::30～1!:00

場所 ヨコハマ プラザホテル(横 浜駅東 口徒歩2分)

定員50名

唾.講演1313◎ ～14:30

｢膜の応用技術｣神 鋼パ ンテ ック(株)牛 越 健一 氏

e講 演 と製 晶紹介 丑4:f⑪～豊7:00

簾)1(:30～1':1:

｢食 品医薬 品 にお け る膜 の利 用 と製品｣

ザ ル トリ ウス(株)松 永 有 志夫 氏

(休 憩)

2)璽5:30～16:15

｢水 処理 にお ける膜 の利用 と製品｣

U.Sフ ィル タージ ャパ ン(株)三 浦 邦 夫 氏

く旧 日本 メ ムテ ック(株)>

3)璽6:翌5～1`.:⑪0

｢半 導体 製造 工程 にお ける粒子 測定｣

リオ ン(株)近 藤 郁 氏

3懇 親会

相 互 会員 の交流 を深 め るた め1`:Q6よ り準 備 し

てお ります の で､奮 って ご参 加 くだ さい ます様 お

願 い致 します｡尚､詳 細 につ きま しては､追 って

ご案 内致 します｡

本号か らこの欄では過去3ヵ 月の間に新 しく当

工業会 に入会されました会員の方 と､入 会 を薦め

た会員の方 をご紹介す ることに しました｡

今 回は次の3社 が新 しく会員 とな り､法 人会員

数は58社 とな りま した｡

新入会員 推薦会員

1.日 本錬水(株)(一 般会員)松 本代表幹事

2.バ イエル(株)(一 般会員)松 本代表幹事

3.(株)山 王(ユ ーザー会員)日 本ブイルター(株)

会員拡大のため､会 員皆様のご協力をお願い致 しま

す｡尚､入 会案内書類は､事 務局にとり揃えてあ り

ますので､ご 希望の際は事務局宛にご一報下さい｡

嚢工叢会設立の主旨を踏 まえ､会 員間の翼質的

かつ有益 な構報の提供 や交換 を主 闘的とする｡

※実質的かつ有益 な情報 とは､当 工業会会員の利

益 となる関係各分野(半 導体.医 薬 品､食 品.高

分子､石 油化学､上 下水道､産 業排水な ど)に お

ける液体清澄化に関する一般的､専 門的情報 など

である｡

具体的内容 として

①巻頭言､主 張､論 説､視 点な ど｡

②業界動向 としての一般 情報(統 計数値 など)

③ 液体清澄化 に関する專門的技術情報｡

④ トピックス(最 近の話題､各 種行事参加報告など〉

⑤ コラム.よ もやま話.随 想など｡

⑥会員間の情報(会 社の動向､新 製品情報､異 業

種情報､会 員の声､連 絡板)

⑦ 当工業会の活動予定､活 動報告など(各 委員会)

⑧告知板(展 示会､学 術会議､学 会 などの予定)

⑨編集後記｡

などによって構成 される｡

発行16回/年 春･夏･秋･冬

編集委員:ザ ル トリウス(株)･瓜 生

(株)ニ シヤマ･真 野

日本 ブイルター(株)･西 野

富士 フィルター工業(株)･卜 部

森永エ ンジニアリング(株)･山 田

NewsL磯erを 創 刊 後､や っ と一 年(6回)が 過

ぎま した｡ま だ まだ よち よち歩 きの機 関誌 で あ り

ますが､会 員 の皆様 の ご理解 とご支援 が あ り､内

容 の充 実化 が 図 られつつ あ る現状 です｡｢オ ッお

も しろい記事 が 載 って るナ｣と 言 わ れ る ような情

報発 信 が で きる よ う.編 集委 員 も一層 の努 力 を重

ねてい きたい と思 って お ります｡

また会員 の皆様 に も､大 い に利 用 で きる機 関 誌

に してい きた い と思 ってい ます ので､率 直 な ご意

見･提 案 をお待 ち して い ます｡

編 集/発 行1日 本液体溝澄化技術工業会 事務局

住 所=横 浜需戸塚 区上 矢部町XO7

丁乱(⑪ 葡>11p1肌x(o娼)釧3一 鱗$⑪

※当工業会専用の電話となりました｡

不明な点や提案などこさいましたらお気軽にご連絡 ください｡


